
̶̶こども☆ひかりの活動に関わるようになっ
たきっかけは？

小沼　2013年に仙台市農業園芸センター（現
せんだい農業園芸センター）で開かれた「こども
☆ひかりフェスティバルinせんだい2013」のボ
ランティア募集があって、おもしろそうだなと。

服部　僕もそれです。大学に入ったときにボラン
ティアをやったほうが良いと言われたのもあって、
これならできそうだなと。それに、説明会で清水文
美さん（こどもひかりプロジェクト代表）の関西弁
バリバリのトークに引きこまれまして。

佐藤　私は宮城出身で、中学3年生のときに東
日本大震災があり、大学生になったら震災復興
関係のボランティアをしてみたいと思っていたん
です。

̶̶活動のなかで思い出に残っていることは？

服部　たくさんあって選ぶのが大変なくらいで
す。いま私は児童館の仕事に携わっているとい
うこともあり、いわて子どもの森（岩手県立児童
館）に行かせてもらったことはよく思い出します。

小沼　地下鉄東西線が開通するとき、それを
PRするイベントに助成金が出るというので「企
画書を出してごらんよ」と言われて、いろいろ考
えたり書いたりしたことが思い出深いです。助成
金をとるなんてはじめてでしたし。ちなみに、その
ときの企画は、八木山動物公園の象のフンを活
用して荒井の畑で南瓜を作っているというので、

八木山と荒井
のあいだの大
町で子どもたち
がクリスマス用
のお菓子をつ
くって、それを八
木山動物園に
持って行くとい
う企画でした。

佐藤　私は、子どもたちの価値観が変わったん
だなと感じる瞬間に立ち会えたことです。たとえ
ば、八木さん（兵庫県立人と自然の博物館）が
やっていた、テントのなかに虫を放して、子どもた
ちが触るイベントでは、最初子どもたちは怖くて
触れないのだけど、だんだん興味がわいて触れる
ようなるんです。それと、フリーペーパー「ミュージ
アムキッズ」の編集も楽しかったです。ちょうど研
究室に配属されたころだったので、研究の息抜
きというか、普段とは違う、子どもにも分かりやす
い文章を書く機会になりました。

服部　ただ手伝っているのではなくて、積極的
に関わっていけるところが私たちも楽しかったし、
力になった。

̶̶6年間で気がついたこと、役立ったことは？

佐藤　関わってくださった学芸員さんなど大人の
人たちが一生懸命で、終わったあとすごく満足し
た顔をなさっているのですよね。与えられた仕事
だけではなくて、自分なりに考えて取り組む姿勢
が勉強になりました。また、いまは直接子どもと関
わる仕事ではないけれど、さまざまな価値観の方
と物事を進めていく経験は役に立っています。

小沼　私は小学校の教員で、今も子どもと関
わっているんですが、学校は常にねらいが明確、
でも、ミュージアムはもっと幅広い自由なところで
すよね。そのなかで子どもが自由に動けていて、
学校現場との違いを実感しています。

服部　私はミュージアムのスタッフのみなさんか
ら学ぶところが多かったです。こども☆ひかりを通
じた出会いは大きかったし、今もやりとりがある方
もいます。

̶̶これからのミュージアムにはどんなことを期
待する？

服部　こども☆ひかりを経験し、いま児童館の
仕事をしていて思うのですが、ミュージアムは子
どもたちが気軽に足を運び、遊びや体験のなか
から自由に何かを感じ取ってくれる場所であって
ほしいと思います。

小沼　いま服部さんの言ったことと近くて、気軽
に行けるところであると良いなあと。子どもたちに
とっては、ミュージアムは少し敷居が高いんで
す。静かにしないといけないとか、走っちゃいけな
いとか。こども☆ひかりでやってきたように、思
いっきりミュージアムを楽しめるようなしかけがあ
るといい。

佐藤　子どもにとって、学校と家庭に次ぐ、第三
の場所になると良いと思います。居場所になっ
たり、話せる大人がいる場所。それも専門家がい
るということがポイントだと思います。興味を持っ
たことに答えてくれる大人がいる場所です。

（2021年11月6日　せんだいメディアテーク+
オンラインにて　　聞き手：白川由利枝／構成：
SMMA事務局）

こども☆ひかりプロジェクトにおいて、
学生たち“ユース・スタッフ”の存在は大きなものでした。
ここでは、学生生活をユースとして過ごした
3人に話をうかがいます。

地下鉄東西線のPR企画にて

テントのなかに虫を放す ユース主体のミュージアムストリート
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こども☆ひかり

プロジェクトからの

贈りもの

・

SMMAとは
知的情報資源である仙台・宮城地域のさまざまな博物館が協働することで、地域にとってより有益な機能
を獲得していくための共同事業体です。各館の学芸員や専門職員が持つ知識やノウハウを集積し、分野
を横断した連携イベント、学校教育への協力や地域で活動する人材の育成支援、観光資源の開発など、
単館では実現困難な新たな価値の創出を行い、地域のニーズに合った新時代のミュージアムとなること
を目指します。

公式サイト　www.smma.jp
SMMA参加館の学芸員をはじめ現場スタッフによるとっておきの情報や、地域のミュージアムならではの情報をお伝えしま
す。地元のみなさんはもちろん、旅行で訪れた方々にもおおいに役立ち、楽しみながら発見や体験をしていただけるウェブ
サイトです。
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10年
小沼佳菜実（おぬま・かなみ）
宮城教育大学教職大学院卒。大
学 1年から大学院 2年までの6
年間ユース・スタッフとして活動。
現在、富谷市の小学校で教員とし
て勤務。日々、子どもたちが関わ
り、学び合う授業の実践に取り組
んでいる。

服部修弥（はっとり・しゅうや）
宮城教育大学教職大学院卒。大
学1年から大学院2年までの6年
間ユース・スタッフとして活動。現
在は（公財）仙台ひと・まち交流財
団勤務し、仙台市内にある80館
の児童館の運営管理に関する業
務を担当している。

佐藤萌（さとう・もえ）
東北大学大学院卒。大学1年か
ら大学院2年までの6年間ユース・
スタッフとして活動。現在、(株)
ADEKA勤務。研究職として、治
療に用いるための動物由来の生
体材料を開発する業務を担当して
いる。



2011年
2011年3月11日、東日本大震災。7月6日・7
日には、兵庫県立人と自然の博物館と仙台市
科学館が共同で、被災した沿岸部にある仙台
市六郷児童館・七郷児童館でワークショップを
行いました。8月には、のちに代表となる清水文
美さん（兵庫県立人と自然の博物館・連携活
動グループrun♪run♪plaza）がプロジェクト
を発案。11月には任意団体「こどもひかりプロ
ジェクト」を立ち上げ、12月にはメンバーを募
集、2022年まで活動することを目標に動き出
しました。1995年の阪神淡路大震災のときに
はミュージアムの力が及ばないと思っていまし
たが、そんなことはないと問い直し、信じて走り
出したのです。

2012年
2012年早々に美術館学芸員らによる「びじゅ
つ部」が始動。やがて、子どもたちが全身を
使ってみんなで一枚の絵を描く人気プログラム
「大きな絵をかこう」を生み出すことになります。
6月8日にはせんだいメディアテークを会場に

「こども☆ひかりフォーラム」を、翌9日には仙台
市科学館で「こども☆ひかりフェスティバルin
せんだい2012」を開催。

2013年
6月8日、まだ津波による被害で閉鎖されたまま
の仙台市農業園芸センター（現せんだい農業
園芸センター）で「こども☆ひかりフェスティバ
ルinせんだい2013」を開催。広い屋外の会場
で50名を越える学生ボランティアが活躍し、こ
れを機会に「ミュージアムネットワークでユース
の社会力UP!プロジェクト」も始まります。単に
ボランティアではなく「ユース・スタッフ」と呼ぶ
ようになったのもここから。
ユース・スタッフの企画により、12月22日・23
日には、仙台駅前のビルAER（アエル）2階で、
「こども☆ひかりミュージアムストリート̶̶ アエ
ルで会える!全国のミュージアム̶̶ 」が行わ
れ、子どもたちの笑顔だけでなく、学生たちが成
長する場にもなってきます。

2014年
ユース・スタッフが執筆・
編集者となり、フリーペー
パー「ミュージアムキッ
ズ」を創刊（2回の準備
号に続き、2019年まで
10号、2021年には“ミ
ニ”を発行）。
7月21日には、AERで「こども☆ひかりフェス
ティバル」を開催しました。ドレスコードは「青」。
そして12月23日には、再びAERで「こども☆ひ
かりミュージアムストリート2014」も。

2015年
6月14日に、仙台市縄文の森広場にて「こども
☆ひかりフェスティバルinせんだい2014」を、
12月19日には八木山動物公園で「こども☆ひ
かりミュージアムストリート2015 in八木山動物
公園」を開催しました。12月は仙台市地下鉄
東西線が開業したばかり。西端の駅がある八
木山動物公園と東端の荒井、あいだの大町を
結んだ企画「ぞうさんのめぐみでクッキング☆
祝!地下鉄東西線開業」も行いました。

2016年
6月25日・26日、全
国から50を越える
ミュージアムが仙台
卸商センター・サン
フェスタに集まり、
「ミュージアムキッ
ズ!全国フェアin仙
台」を開催。伊達政宗の兜をかぶって登場した
京都国立博物館PR大使の「トラりん」（尾形
光琳の『竹虎図』から抜け出したキャラクター）

は、はじめて京都を離
れてのお目見え。
年末の12月17日に
は「プチ・ミュージアム
ストリート2016」をせ
んだいメディアテーク
で。こちらはSMMA
恒例の「ミュージアム
ユニバース」とのコラ
ボレーションでした。

2017年
地域で育つ子どもたちのためにミュージアムが
なすべきことをテーマに、仙台国際センターで
の研修交流会を2月5日に実施。そして、6月
17日には、前年大地震に見舞われた熊本で
「ミュージアムキッズ!全国フェアin熊本」が開
かれ、仙台からは地底の森ミュージアムと仙台
市縄文の森広場が参加しました。東日本大震

災以来の支援される側から、おたがいさまの関
係へ。

2018年
ICOM（国際
博 物 館 会
議）京都大
会のプレイ
ベントとして、
9月14日に
「ミュージア

ムキッズ!全国フェアin京都」を開催。仙台から
は仙台市博物館、地底の森ミュージアム、そし
て、仙台市縄文の森広場が参加しました。地
底の森ミュージアムおなじみの旧石器人も会
場に出現。

2019年
再び研究交流会が地底の森ミュージアムで開
かれたほか、11月9日・10日の「ミュージアム
キッズ!全国フェアin淡路島」に、地底の森
ミュージアムと仙台市縄文の森広場が参加し
ました。

……と、全国のミュージアム、ユース・スタッフ、
そして地域の方々と駆け抜けてきましたが、
2020年初頭に新型コロナウイルスが日本で
も確認されてから2年近く、活動は自粛せざるを
得ない状況に。
しかし、地域に生きる子どもたちと同じく地域に
根ざすミュージアム、そこにかかわる大人たち
が、それぞれに作用しながら生まれる力の確か
さを、東日本大震災から10年を経た今、「こども
☆ひかりプロジェクト」が示していることは間違
いありません。

東日本大震災の被災地で子どもたちが我慢を強いられていることに心を痛めた全国のミュージア
ム関係者達が「ミュージアムの力で子どもたちを笑顔に！」を合言葉に立ち上がった「こども☆ひかり
プロジェクト」。その歩みは仙台のミュージアム界隈とも関わりの深いものとなりました。10年に渡る
プロジェクトの一端ではありますが、仙台から見えたその歩みを振り返ります。
（構成：白川由利枝［こども☆ひかり倶楽部］+SMMA事務局）

仙台から振り返る
「こども☆ひかりプロジェクト」の10年

子どもたちにとって
、科学と文学の間

に

仕切りはないし、歴
史と美術もひと続

き。

ミュージアムは宝
箱だし、びっくり箱
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目の前で起こるこ
とに目を輝かせる

子ども
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が科学の実験かど
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んて関係ない！面
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られ、

不思議だから知りた
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り、サイエンスの世
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興味を持ってくれる
。そして、大学生の

お兄

さんやお姉さんがそ
ばにいてくれるから

、怖

そうな顔をした先生
でも安心して近づ

いて

きてくれる。これって
結構大事なこと。

子どもたちにとってミュージアムは生きる力を育む場。美しいもの、不思議なもの、楽しいことに触れ、驚き、感じた体験がすべて成長の糧になる。そして、ミュージアムもまた、子どもたちの力を吸収して、進化し、成長する。ミュージアムの連携がミュージアムの可能性を広げてくれることを改めて実感した。


